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原子力発電所や加速器施設等の解体には、廃棄物の放射能汚染検査が必要である。大量の廃棄物の放射能

濃度を正確に評価するため、アンフォールディング手法を用いてエネルギー分析性能を向上させた携帯型
線スペクトロメーターを開発している。今回、プロトタイプ機による評価を行ったので報告する。 
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1. 緒言 

原子力発電所や加速器施設の解体に伴い発生する放射性廃棄物に対しては、冷却期間や廃棄方法の観点

から放射化により発生する核種の評価が必要である。運転中に発生した中性子束等の履歴情報が得られな

い場合には、放射化の程度を事前評価できないため、現場での放射能核種の同定が必要となる。しかし、

一般に放射能分析で用いられる Ge 半導体検出器は携帯に不向きであり、現場測定に適した線スペクトロ

メーターが求められている。そこで、放射能分析装置向けに開発したアンフォールディング手法[1]を応用

し、NaI(Tl)シンチレータを用いて携帯型の線スペクトロメーターの開発を行っている。 

2. プロトタイプ機 

図 1 に試作した携帯型線スペクトロメーターのプロトタイプ

機を示す。プロトタイプ機は、線検出器に小型の NaI(Tl)シンチレ

ータを採用している。本体は、信号処理回路、演算装置、表示パ

ネル等を一体化したユニットで構成され、重量は約 2 kg となって

いる。本機は、解体前の構造物等を計測する場合も想定しており、

検出器前面へ平行入射する線に対する応答関数を用いてアンフ

ォールディングを行い、検出器入射面での線束を算出している。

なお、応答関数は EGS5 により算出したものを用いている。 

3. 性能評価 

線源と検出器が比較的近い場合、検出器に入射する線は平行照

射とみなせないため、応答関数に差異が生じアンフォールディン

グ結果の不確かさが大きくなることが想定される。そこで、アン

フォールディングに用いる応答関数の依存性を確認するため、プ

ロトタイプ機を用いて 137Cs 点線源（662 keV）と検出器の距離を

0.5～90 cm の間で測定し、測定位置の点線源から照射される場合

と一様に平行照射される場合の二通りの応答関数を用い、入射γ

線束をそれぞれ求めた（図 2）。距離 60 cm 以上では、応答関数に

よる差異は殆どないことが判った。以上の結果、平行照射による

応答関数を用いたアンフォールディングを行うことにより、入射 γ

線束を求めることができ、被対象物中の奥行き方向の線源分布を

推定できる見込みを得た。今後、近傍に存在する線源や面線源へ

の対応について検討する。 
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図 1 プロトタイプ機の外観 
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図 2 応答関数の違いによる 
     アンフォールディング結果 
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